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長崎2位 24 23 福岡2位

【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 中園　優一

福岡県バスケットボール協会

全九州大会２回戦、長崎県２位佐世保南対福岡県２位福大若葉との対戦、佐世保南のスターティングメンバ―は、
＃４、＃５、＃１４、＃１５、＃１６、福大若葉のスターティングメンバ―は、＃４、＃５、＃９、＃１１、＃１５で試合開始。
第1Q両チームともにハーフコートでのマンツーマンディフェンスでスタート。佐世保南は序盤から７人の選手がタイム
シェアしながらバランスよく得点を重ねる。対する福大若葉は＃１５の力強いインサイドを中心に得点し、互角の展開
が続く。残り３分を過ぎ、連続得点で佐世保南が８点リードするが福大若葉も体を張ったディフェンスと、リバウンドか
らの速攻で反撃し２０－１６で第１Q終了。第2Q開始直後、オフェンスリバウンドと、インターセプトからの速攻で福大
若葉が逆転する。対する佐世保南も＃４を中心としたオフェンスで流れを引き戻し、一進一退の攻防が続く。残り３
分、速攻からの流れで福大若葉が３点リードしたところで佐世保南がタイムアウト。その後、膠着状態が続き３３－３
７で前半終了。＃１５のペイントエリア内のシールからのプレーでインサイドを制した福大若葉が逆転し、リードした前
半であった。第3Q、福大若葉がインサイドに侵入させないコンパクトなディフェンスと高さのミスマッチを活かし点差を
１０点まで広げる。一方、佐世保南も残り４分を過ぎハーフコートからのディフェンスのプレッシャーを強くし５点差まで
追い上げるが、福大若葉が＃９、＃１５のオフェンスリバウンドから得点を取り、４４－５３で第３Qを終了する。第4Q、
佐世保南が＃１６の３Pとドライブからのステップシュートなどで残り５分で５点差まで追い上げる。しかし、インサイド
を制する福大若葉がそのままリードを守り、最後まで粘る佐世保南を振り切り６８－７６で福大若葉が勝ち上がりを決
めた。
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池田　憲二コーチ 松　本　淸　子 コーチ

18 本　山　小菜美 0

17 久　家　志　織 0

4 18 舩橋　茉生 016 江　口　未　花 ○ 11 3 1

15 中村　愛結 ○ 25 1115 田　中　美　羽 ○ 8 1 2 1 2

11 5 12 3 14 和田　春菜

3 4

14 神　岳　阿　魅 ○ 4

13 下地　美和 013 前　川　萌　恵 0

12 田代　沙也佳

2 3

12 村　川　奈　緒 0

11 磯野　志歩 ○ 411 岩　谷　実　怜 0

0

10 川上　楓華

7 4 3

10 山　田　あすか 0

9 留森　杏実 ○ 189 濱　　　夏　姫 0

0

28 白土　友恵8 堀　川　珠　生 0

7 幸丸　嘉乃 07 永　畑　結　加 0

0

2 6 吉岡　柚葉

2 2 3

6 浦　上　美　優 2

3 3 5 永野　真光 ○ 65 柴　田　　　渚 ◎ 26 3 7

0

3 18 1 1 4 中嶋　ゆめ ◎

3P 2P FT 反則

4 松　本　美　優 ○ 17

FT 反則 番号 選手名 得点番号 選手名 得点 3P 2P

12 2

TEAM  A 佐世保南高等学校 TEAM  B 福大若葉高等学校

4th

●
OT

○

1st

佐世保南 68
2nd

76 福大若葉
3rd

第2副審 村田 南美子

主審 紀伊　孝哉

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 山中　萌衣

(土) 16:30

コート Dコート 第6試合

カテゴリー 女子 2回戦
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佐世保南 福大若葉


